	経済情勢トピックス《大阪・近畿・全国の生産活動の比較》


	大阪府、近畿、全国における平成26年の生産活動を比較すると、業種構成の違いから、生産活動に明確な差異が生じています。大阪府では「はん用・生産用・業務用機械」、「電子部品・デバイス」、「化学」などにおいて、近畿では「電子部品・デバイス」、「金属製品」、「電気機械」、「化学」において、生産活動を牽引する動きがみられたため、生産活動は好調に推移しました。一方、全国では「輸送機械」や「化学」が年前半は不調だったために、生産活動は夏頃まで低調に推移し、年後半に持ち直してきたと考えられます。
今後の動きでは、生産活動はすべての地域において26年夏を底に上昇基調にありますが、出荷―在庫バランスからは、在庫調整が今後も進展すると考えられるため、生産活動の今後の動きが注目されます。


１　はじめに
平成26年の経済の動きでは、消費税率引き上げによる駆け込み需要とその反動減によって、大きな変動を経験しました。生産活動もその例外ではなく、同様に大きく変動しましたが、その変動は大阪府・近畿・全国では異なったものとなっています。図表１は、大阪府・近畿・全国の生産指数の推移ですが、26年の動きに注目しても、全国は1月から夏場頃まで低下傾向であったのに対し、大阪府・近畿は月によっては変動があるものの、1月以降も上昇基調で推移しています。また、在庫指数（図表１）をみても同様であり、近畿・全国では26年4月の消費税率引き上げ以降から在庫指数は急上昇していますが、大阪府では緩やかな上昇にとどまっているという違いあります。
このように、大阪府、近畿、全国では生産活動に違いが生じていますが、特に26年になってからはその違いが顕著となっています。その理由について、以下では生産指数・在庫指数の動きを詳しくみることにより、考察していきます
。
２　生産指数の違いについて

　生産活動が大阪府、近畿、全国と乖離している理由について、生産指数を業種別に分解し、その寄与度を計算していきます。その際に、月ごとの分析では変動が大きすぎて
図表１　生産指数の推移
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（出所）大阪府統計課「大阪の工業動向」、近畿経済産業局「鉱工業生産動向」、経済産業省「鉱工業指数」
※近畿・全国は「鉱工業」、大阪府は「製造工業」の数値。
わかりにくいため、四半期ごとの動きに集約していきます。

図表２は、大阪府・近畿・全国の生産指数の変化率を寄与度分解したものです。消費税率引き上げ前の駆け込み需要によって、26年第一四半期は上昇しているのはすべての地域で共通ですが、その前後の動きや寄与している業種は地域間で異なっています。

大阪府の26年の生産指数の動きでは、第一四半期は「はん用・生産用・業務用機械」「電子部品・デバイス」「化学」を中心に上昇しました。第二四半期では、「化学」が低下したものの、「金属製品」「電子部品・デバイス」を中心に上昇したため、生産指数は引き続き上昇しました。第三四半期では、これまで好調だった「はん用・生産用・業務用機械」「電子部品・デバイス」がマイナスに寄与したものの、「化学」等が上昇に寄与したことにより、生産指数全体では上昇しました。第四四半期では、「はん用・生産用・業務用機械」「電子部品・デバイス」が前期比プラスに転換するとともに、幅広い業種で前期比プラスとなり、生産指数は上昇しました。まとめると、大阪府の26年の生産指数は、主に「はん用・生産用・業務用機械」「電子部品・デバイス」「化学」が好調だったことにより、上昇基調で推移したといえます。

近畿の26年の生産指数の動きでは、第一四半期は「電気機械」（リチウムイオン蓄電池やセパレート形エアコンなどが影響）や「化学」（油脂製品・界面活性剤や化粧品などが影響）を中心に上昇しました。第二四半期では、「化学」（化学肥料や油脂製品・界面活性剤などが影響）が前期比マイナスとなったものの、主に「食料品・たばこ」（飲料の上昇が大きい）が上昇したことにより、前期比プラスとなりました。第三四半期では、前期プラスに寄与した「食料品・たばこ」や「電子部品・デバイス」が引き続きプラスで寄与したものの、「電気機械」（セパレート形エアコンなどが影響）を中心にマイナスに寄与した業種が多かったこともあり、生産指数はマイナスとなりました。第四四半期は、これまで好調だった「食料品・たばこ」がマイナスに転換した一方、「電子部品・デバイス」等がプラスに寄与したことにより、生産指数全体では小幅ながら前期比プラスとなりました。まとめると、近畿の26年の生産指数の動きでは、大きな影響を与えた業種は時期によって異なり、「化学」（化学肥料、油脂製品・界面活性剤、化粧品などが影響）、「電気機械」（セパレート形エアコン、リチウムイオン蓄電池などが影響）、「食料品・たばこ」（飲料などが影響）、「電子部品・デバイス」などにより、生産指数はトータルでみて上昇基調で推移しました
。

全国の26年の生産指数の動きでは、第一四半期は「はん用・生産用・業務用機械」（半導体製造装置などが影響）「化学」（合成洗剤、化粧品などが影響）「輸送機械」（乗用車、自動車部品などが影響）を中心に多くの業種によって生産が増加したために生産指数は上昇しましたが、第二四半期はその反動により、多くの業種で生産が減少し、生産指数は前期比で大きく低下しました。第三四半期でも「輸送機械」（乗用車、自動車部品などが影響）を中心に生産活動は停滞した結果、生産指数は二期連続でマイナスとなりました。第四四半期では「電子部品・デバイス」を中心に多くの業種で生産活動が増加したことにより、生産指数は上昇しました。まとめると、26年の全国では、第一四半期には消費税率引き上げ前の駆け込み需要もあり、「輸送機械」「化学」等を中心に生産指数は上昇しましたが、その反動等により、第二四半期・第三四半期は生産指数は低下しました。しかし、第四四半期にはそのような反動減は収束したとみられ、多くの業種において生産活動が回復したため、生産指数は上昇しました。
図表２　生産指数の変化率の推移
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（出所）大阪府統計課「大阪の工業動向」、近畿経済産業局「鉱工業生産動向」、経済産業省「鉱工業指数」
※大阪府の26年第四四半期は、10月・11月分から計算した。
近畿・全国は「鉱工業」、大阪府は「製造工業」の数値。
３　在庫指数の違いについて
在庫指数についても、先ほどと同様に四半期毎に集計し、その寄与度分解を行うことによって、地域ごとの差異を考察したいと思います（図表３）。在庫指数の動きでは、消費税率引き上げ等により、どの地域でも第二四半期には在庫指数は上昇しましたが、その前後の動きや上昇・低下の要因は地域間によって異なっています。
　大阪府の26年の在庫指数の動きでは、第一四半期から第三四半期にかけて「はん用・生産用・業務用機械」（主にショベル系掘削機械、はん用内燃機関が影響）の在庫が増加したため、在庫指数は上昇しました。加えて、「（旧）電気機械」（セパレート形エアコンなどが影響）も第三四半期を除いて在庫指数の上昇に寄与しており、第三四半期・第四四半期では「鉄鋼」が在庫指数の上昇に寄与しています。まとめると、大阪府の26年の在庫指数では、「はん用・生産用・業務用機械」の在庫の増加に、他の業種における在庫変動が加わった結果、在庫指数は上昇基調で推移しました。ただ、在庫増加に大きく寄与した業種だけではなく、在庫減少に大きく寄与した業種も存在するため、全体として在庫指数は小幅な上昇にとどまりました。
近畿の26年の在庫指数の動きでは、第一四半期は「はん用・生産用・業務用機械」（分析装置などが影響）だけではなく、「金属製品」や「石油・石炭」（ガソリンなどが影響）などの在庫減少により、在庫指数は低下しました。第二四半期では、前期に減少していた「はん用・生産用・業務用機械」の在庫が増加するだけではなく、「電気機械」（セパレート形エアコン、太陽電池モジュールなどが影響）、「窯業・土石製品」や「化学」など、多くの業種において在庫が増加したため、在庫指数は急上昇しました。第三四半期では、依然として「はん用・生産用・業務用機械」（分析機器などが影響）の在庫が増加しており、それに加えて「鉄鋼」の在庫も増加したため、在庫指数は連続して上昇しました。第四四半期には、3四半期ぶりに在庫指数は低下しましたが、それには主に「電気機械」（セパレート形エアコンなどが影響）と「輸送機械」（軽自動車などが影響）の在庫の減少が寄与しています。まとめると、26年の近畿では「はん用・生産用・業務用機械」と「電気機械」の在庫の増減に、「鉄鋼」や「窯業・土石製品」など、他の業種の変動が加わることによって、在庫指数が変動したことがわかります。
全国の26年の在庫指数の動きでは、第一四半期は「輸送機械」（乗用車などが影響）の在庫が増加したものの、「鉄鋼」や「はん用・生産用・業務用機械」の在庫の減少によって、在庫指数は小幅な上昇にとどまりました。しかし、第二四半期は引き続き「輸送機械」（乗用車などが影響）の在庫が増加するだけではなく、「電気機械」（セパレート形エアコン、電池などが影響）の在庫の増加も合わさって、在庫指数全体が大きく上昇しました。第三四半期で
図表３　在庫指数の変化率の推移
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（出所）大阪府統計課「大阪の工業動向」、近畿経済産業局「鉱工業生産動向」、経済産業省「鉱工業指数」

※四半期別の在庫指数はすべて期末値を使用。大阪府の26年第四四半期の値は11月分を使用。近畿・全国は「鉱工業」、大阪府は「製造工業」の数値。大阪府のみ「（旧）電気機械」を利用しており、他とは構成業種が異なる。
は、「輸送機械」だけではなく、他の多くの業種によって在庫指数は上昇しましたが、第四四半期には「輸送機械」の在庫が減少することによって、在庫指数は4四半期ぶり
に低下しました。まとめると、26年の在庫指数の動きでは、「輸送機械」の増減が大きな影響を与えており、他の業種の変化も合わさって、在庫指数が上昇基調で推移しています。
４　おわりに
　大阪府・近畿・全国の生産活動の違いについて、生産指数・在庫指数の動きを寄与度分解することにより、その要因を考察してきました。

26年の大阪府では、「はん用・生産用・業務用機械」「電子部品・デバイス」「化学」が好調だったために生産指数は上昇基調で推移しましたが、「はん用・生産用・業務用機械」を中心に在庫減少が進まなかった業種が存在したために、在庫指数も緩やかな上昇基調にあるといえます。

26年の近畿では、生産を牽引した業種は１つではなく、「電気機械」「電子部品・デバイス」「化学」「食料品・たばこ」など複数の業種の影響により生産指数は上昇し、同様に「はん用・生産用・業務用機械」や「電子機械」などの幅広い業種に加えて、在庫の変動もみられた結果、生産指数は変動しながらも上昇基調にあり、在庫指数も年前半は上昇し、年後半には低下基調で推移しました。
　26年の全国では、生産活動は消費税率引き上げ前の駆け込み需要の影響もあり、「輸送機械」「化学」等を中心に第一四半期は生産が上昇したものの、その後在庫が積みあがって生産が低迷しました。その影響が26年後半には解消に向かい、第四四半期には、幅広い業種における生産の回復や「輸送機械」の在庫の低下がみられました。
　それでは、生産活動の今後の動きはどのようになるのでしょうか。それについて、各地域ごとに出荷―在庫バランスを計算したものから考察したいと思います（図表４）。出荷―在庫バランスからは、消費税率引き上げ前の駆け込み需要等により、どの地域とも26年第一四半期は「出荷―在庫」はプラスとなっていますが、それ以降大阪府・全国では「出荷―在庫」はマイナスとなっており、最近にかけてその幅も大きくなっており、在庫積み上がり局面から在庫調整局面にあると思われます。このことから考察すると、生産指数・在庫指数の動きからは生産活動は下げ止まりから持ち直しの動きがみられますが、在庫調整が続くと思われ、生産活動の本格的な回復にはもうしばらく時間がかかることが予想されます。

（佐野　浩）
図表４　出荷―在庫バランス
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（出所）大阪府統計課「大阪の工業動向」、近畿経済産業局「鉱工業生産動向」、経済産業省「鉱工業指数」

※出荷―在庫バランス＝出荷前年同期比－在庫前年同期比

四半期別の在庫指数はすべて期末値を使用。
ただし大阪府の26年第四四半期の値は11月分を使用。
近畿・全国の「鉱工業」、大阪府の「製造工業」の数値。

� 大阪府・近畿・全国では、生産指数・在庫指数における各業種のウェイトが異なっているため、同一業種の動きでもそれぞれの地域に与える影響が異なることに注意が必要である。


� 飲料では滋賀県の飲料メーカーの生産ライン増産、リチウムイオン蓄電池では京都府のメーカーの増産の影響が大きいと思われる。





